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人口の動き 法律相談日
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お気軽にどうぞ
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公害防止協定に署名をかわされる栗林社長と高木市長

市では

初めて

住民の健康と

生活環境の保全を図るため

日常生活に最も関係の深い公害問題について、市は

主要河川なと‘の水質汚濁状況を常に監視し、 71<の汚れ

空気の汚れ、雑音、悪臭などの苦情対策などについて

も各関係機関と連携をとり、速やかに発生源を調査し

解決のため適切な指導、助言をしています。

現在、三城町にある九州ガス株式会社(栗林英雄社

長〉が水主町の埋立地へ移転するのに伴い、市は住民

の健康と生活環境の保全を図るため公害防止協定を結

びました。

協定書は、工場から排水される放流水で海を汚染し

ないように、また工場から出る騒音、悪臭の濃度など

についての厳しい内容のもので、市が直接公害防止協

定を結んだ乙とは初めてです。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/都書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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転
入
・
転
居
届
な
ど

り

住
所
を
定
め
た
日
か
ら

むおお

14 

日

以

内

市政だより

転
入
し
た
と
き

し
た
場
合
も
、
届
出
を
し
て
下
さ

、。市
に
転
入
し
て
来
た
人
で
住
所

が
き
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
場
合
も

住
所
を
定
め
た
と
き
は
、
必
ず
転

入
届
を
し
て
下
さ
い
。

転
入
届
の
際
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
年
金
手
帳
を
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新
た
に
大
村
市
に
転
入
し
た
と

き
は
、
住
所
を
定
め
た
日
か
ら
十

四
日
以
内
に
、
前
住
所
地
の
転
出

証
明
書
を
添
え
て
転
入
届
を
し
て

下
さ
い
。

世
帯
全
員
が
転
入
し
た
と
き
だ

け
で
な
く
、
家
族
の
一
部
が
転
入

持
参
し
、
国
民
健
康
保
険
の
該
当

者
は
加
入
の
手
続
を
い
っ
し
ょ
に

す
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

届
出
義
務
者
は
、
本
人
ま
た
は

世
帯
主
で
す
。

住
所
が
変
っ
た
と
き
は

市
内
で
住
所
を
変
え
た
と
き
は

新
し
い
住
所
を
管
轄
す
る
出
張
所

ま
た
は
市
民
課
に
転
居
届
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
一
出
張
所
管
内
で
住
所
を
変

え
た
と
き
も
転
居
届
が
い
り
ま
す

(
世
帯
員
の
一
部
が
転
居
し
た
場

合
も
同
じ
で
す
)

届
出
期
限
は
、
転
居
し
た
日
か

ら
十
四
日
以
内
で
す
。

届
出
義
務
者
は
転
入
閣
の
場
合目

-
3
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委
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H
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曲
九
州
男
(
圏
勢
調
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員
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田
中
亀
太
郎
(
社
会
福
祉
事
業
)
山

と
同
じ
で
す
。

世
帯
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き

世
帯
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は

世
帯
変
更
届
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

世
帯
主
が
変
っ
た
り
、
世
帯
を

合
併
、
分
離
し
た
場
合
な
ど
も
届

出
が
い
り
ま
す
。

届
出
期
限
は
変
更
が
あ
っ
た
日

か
ら
十
四
日
以
内
で
す
。

市

h
ツ転

出
す
る
と
き
は

J¥ 

不

審

な

飲

食

物

に

は

一
月
四
日
の
東
京
都
内
で
の
青

酸
人
り
コ

l
ラ
殺
人
事
件
に
引
き

続
き
、
二
月
十
三
日
大
阪
で
も
同

じ
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
乙
れ
の
未
然
防
止

に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
事
件
は
模
倣
性
が
強
く

今
後
も
発
生
す
る
こ
と
が
十
分
考

え
ら
れ
ま
す
。

大
村
市
民
か
ら
そ
の
よ
う
な
被

;タミ
JDl.. 

葉佐

防

転
勤
・
就
職
・
入
学
な
ど
で
他

の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
氏
名
、
転
出

先
及
び
転
出
予
定
年
月
日
を
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
出
義
務
者
は
本
人
ま
た
は
世

帯
主
で
す
。

転
出
届
を
す
る
と
転
出
証
明
書

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
新

住
所
地
の
市
町
村
役
場
で
転
入
届

を
す
る
と
き
に
添
え
て
下
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の
は
、

国
民

年
金
手
帳
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
、
認
印
、
転
出
証
明
書
交

付
手
数
料
と
し
て
五
十
円
で
す
。

届
出
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は

市
民
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

要

注

.タ

ニ金二
Eヨ

，.よA、

害
を
出
さ
な
い
た
め
、
皆
さ
ん
の

家
庭
で
も
次
の
乙
と
を
必
ず
守
る

よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

@
路
上
や
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、

自
動
販
売
機
な
ど
に
放
置
さ
れ

た
飲
食
物
は
絶
対
飲
ま
な
い
こ

と
@
不
審
な
飲
食
物
を
発
見
し
た
場

合
は
、
す
ぐ
警
察
に
届
け
出
る

こ
と
。
大
村
警
察
署

止

lこ

自

転

車

に

は

「

な

ま

え

L

を

最
近
、
自
転
車
の
盗
難
が
増
加

し
て
ま
す
。

防
止
の
た
め
に
住
所
、
氏
所
を

書
き
ま
し
ょ
う
。

西
大
村
地
区
内
の
関
係
機
関
、

団
体
が
供
催
で
、
自
転
車
の
事
故

と
盗
難
防
止
の
点
検
と
名
前
書
き

の
サ
ー
ビ
ス
を
い
た
し
ま
す
。

今長

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

(
酒
を
す
す
め
た
人
も
飲
酒
運
転
調
助
ま
た
は
教
唆
て
罰
さ
れ
ま
す
)

中
地
区
公
民
館

場
所

日
時

三
月
四
日

四
月
二
日

五
月
四
日

六
月
六
日

七
月
九
日

午
前
十
時
|
十
二
時

午
後
二
時
|
四
時

午
前
十
時
l
十
二
時

午
前
十
時
|
十
二
時

午
後
二
時
l

四

時



(酒
を
す
す
め
た
人
も
飲
酒
運
転
需
助
ま
た
は
教
唆
て
罰
さ
れ
ま
す
)

今経

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

工
夫
し
ま
し
ょ
う。

地
域
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
保
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健
所
の
栄
養
士
な
ど
の
講
習
を
受

け
る
こ
と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

の
増
進
を
図
る
乙
と

附
風
邪
に
か
か
っ
た
ら
速
や
か
に

医
師
の
診
断
を
受
け
安
静
を
保

っ
こ
ム
」

凶
感
染
し
な
い
た
め
の
心
が
け
と

し
て
、
患
者
は
別
室
に
隔
離
し

別
室
が
な
い
場
合
は
カ
ー
テ
ン

つ
い
た
て
な
ど
で
隔
て
る
乙
と

矧
患
者
の
た
ん
、

鼻
汁
な
ど
で
汚

染
さ
れ
た
紙
片
な
ど
は
焼
却
す

か

ぜ

に

注

意

る
乙
と

附
患
者
の
居
室
の
消
毒
、
換
気
及

び
日
当
り
を
よ
く
し
、
天
気
の

よ
い
日
は
寝
具
や
衣
類
の
日
光

消
毒
を
行
っ

て
十
分
乾
燥
さ
せ

る
こ
と

川
患
者
の
使
用
し
た
タ
オ
ル
、

ハ

ン
カ
チ
、
食
器
な
ど
は
煮
沸
す

る
か
、
ま
た
は
熱
湯
に
浸
す
こ

ん」。

健

康

管

理

を

一回目
…2
…
 

…第…

@
大
村
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

φ

気

軽

に

ご

参

加

下

さ

い

分

ート

健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
に
、

走
る
こ
と
を
楽
し
も
う
と
思
う
人

を
対
象
と
し
た
競
技
会
で
す。

経
験
者
、
初
心
者
、
老
若
男
女

を
間
わ
ず
自
分
の
体
力
に
応
じ
た

種
目
を
選
び
、
マ
イ
ペ

ー
ス

で
完

走
し
て
下
さ
い
。

日
時

四
月
十
日
(
日
)

午
前
十
時
l
十
二
時

コ
ー
ス

萱
瀬
小
学
校
周
辺
を
中

心
と
し
た

コ
l
ス

一
一キ

ロ
・
三
キ
ロ

五
キ
ロ

・
十
キ
ロ

参
加
資
格
小
学
五
年
生
以
上
の

市
民

※
完
走
者
に
は
完
定
記
録
証
書
を

贈
り
ま
す

申

込

三

月
二
十
五
日
ま
で
に
所

定
の
申
込
用
紙
に
返
信
料
を
添

え
て
申
込
む
こ
と

申

込

先

市
体
育
課
ま
た
は
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
指
方
誠
へ

種
目

各
地
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、
家
庭
や
学
校

に
お
い
て
も
万
全
の
対
策
を
講
じ

て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

市
で
も
小
学
校
な
ど
で
集
団
か

ぜ
の
た
め
学
級
閉
鎖
な
ど
の
予
防

措
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

入
学
、
進
学
、
就
職
、
受
験
な

ど
重
要
な
時
期
で
す
か
ら
、
次
の

こ
と
が
ら
を
守
り
、

健
康
管
理
に

十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

ωう
が
い
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
励
行
す

る
こ
と

凶
栄
養
に
注
意
し、

過
労
及
び
不

摂
生
を
さ
け
、
身
体
の
抵
抗
力

家

族

み

ん

な

で

健

康

を

確

か

め

よ

う

一
年
に
一
度
は
家
族
み
ん
な
で

健
康
診
断
を
受
け
て
み
た
い
も
の

で
す
。

。
健
康
診
断
を

受
け
よ
う

三
月
は
入
学
、
あ
る
い
は
就
職

な
ど
の
準
備
の
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
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園
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ち
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四
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一
月
十
八
日
東
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ヶ
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会

V
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輔
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日
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仇
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特
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事
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た
大
臣
賞

(
写
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ま
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構
輯
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必
一
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ち
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い
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ち
ゃ
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む

便
槽
の
設
置
に
つ
い
て
お
願
い

か
か
り
つ
け
の
医
師
、
あ
る
い

は
も
よ
り
の
総
合
病
院
で
健
康
診

断
を
受
け
ま
し
ょ
う。

おお

新
築
、
ま
た
は
便
槽
の
改
良
を

さ
れ
る
場
合
、
下
水
道
の
開
始
を

見
込
ん
で
の
汲
取
り
式
水
洗
ト
イ

レ
な
ど
水
洗
式
方
法
を
採
用
さ
れ

ま
す
と

ω水
が
入
る
の
で
し
尿
が
う
す
く

し
尿
処
理
の
機
能
が
悪
く
な
る

ω汲
取
り
料
金
が
多
額
に
な
る

〔
標
準
世
帯
で
汲
取
り
車
(
千
八

百
E
)二
台
、
九
千
円
程
度
〕

と
な
り
ま
す
の
で
、
下
水
道
の
完

成
時
ま
で
設
置
は
見
合
せ
ら
れ
る

よ
う
ど
協
力
下
さ
い
。

。
健
康
を
増
進
す
る

市政だより

食
事
を
工
夫
し
よ
う

ご
み
と
し
尿
の
相
談
は
、
清
掃
セ

ン
タ
ー
内
清
掃
課
へ

血
②
1

三
五
三
九

③
l

二
八
一

回

栄
養
の
よ
し
あ
し
は
、

健
康
を

左
右
し
ま
す
。

正
し
い
栄
養
の
知
識
を
学
ん
で

毎
日
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

(3) 
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新
し
い

8
ミ
リ
映
画

む

プ

イ
ノレ

を
貸
出
し

ム

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

お市政だより

無
料
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。

大
切
に
ど
活
用
下
さ
い
。

-
ハ

ー

ド

ル

走

(

十

分

)

.
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

(
十
六
分
)

.
ぼ
く
ら
の
鉄
棒
運
動

(十
七
分
)

・
落
下

運

動

〈

十

五

分

)

.
植
物
の
種
類
と
進
化(二

十

一
分
)

(
十
九
分
)

(
二
十
分
)

-
地
球
の
科
学

・
イ
オ
ン
の
探
究

告:

ヒ.0 : 

三地 パヂ:
ゑリI1で:

j機騒私 瀦 ム進:
加し笠塑響J込 33め ;

〈比 九九伊おおやン 毅謬瀦甑 笠て;
:弘知おふが 必謀議議欝盤盤欝鰻.'~ぷi 園1."\

一長議ゲミ鞠藤義景五:
ー議鱗綾盤議議轟醸饗欝れ示唆き議議案綴懇談議欝議:湾、λr、 ; 
騒謹鑑識機鱗翠夫?相愛護;と 路
盤購襲機機警護 菱重選議選議 工

一割醐臨醸欝欝騒繋:繋綴 撚ful~~ 議議認繋縛語審 f:t~霊空機織 言ヨf
(清掃センターに至る道路工事現場 """T'

-
公
害

(
二
十
一

分
)

・
元
禄
文
化

(
二
十
二
分
)

.
沖
縄
の
自
然
と
生
活(

二
十
五
分
)

(
十
八
分
)

-
配
色

・
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎

(
二
十
一
分
)

・
風

景

を

か

く

(

二
十
分
)

.
日
本
の
音
楽

・
民
謡(

二
十
四
分
)

.
あ
る
学
級
の
話
し
合
い

(
二
十
二
分
)

・
修
学
旅
行

(
二
十

一
分
)

.
思
春
期
の
男
女
交
際
の
た
め
に

(
二
十

一
分
)

(十
七
分
)

-
伝
染
病

・
士
農
工
商

(
二
十
分
)

・
水
中
の
小
さ
な
生
物

(十
五
分
)

・
動
物
の
生
殖

(
ウ
ニ
の
受
精
と

発
生
)

(

十
八
分
)

(十
四
分
)

-
シ
ダ
の
観
察

・
立
ち
あ
が
れ
A
組

(
二
十
五
分
)

(
十
五
分
)

(十
分
)

-
製
図
の
初
歩

・
人
類
月
に
立

つ

-
創
造
へ

の
第

一
歩

(
二
十
分
)

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

・
楽
器
と
編
成

(
二
十
五
分
)

・
構
成
を
考
え
る
(
十
六
分
)

・
彫
塑
の

表

現

(

二

十

分
〉

・
力
の
た
し
算

(十
九
分
)

・
自
然
の
中
の
化
学

(十
七
分
)

.
水
の
分
子
の
構
成
と
性
質

(
二
十

一
分
)

・
家
庭
電
気
器
具
の
使
い
方

(
二
十
二
分
)

・
自
然
界
の
つ
り
合
い(

二
十
四
分
)

※
詳
し
く
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

(
血
②

l
四
一ニ
ニ一

)
へ

フ
ヲ‘
r
'
J
y
，，、，‘，、，、，‘，
L
ζ
J
Y
‘，‘
.
r
-
r
r
、，‘

.a‘，h
r
、ζ
r
.
，、‘三、，、
L
J
F
ち‘
.
L
J
、.芳、.‘
，‘J
去、
f
y
‘J
2
‘J-

技

術

が

高

ま

てコ

7こ

小
学
生
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

二
十
日

(小
学
生
)
十
三
日

(

中
学
生
)
に
行
わ
れ
ま
し
た
結
果

は
次
の
と
お
り

@
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

八
A
ク
ラ
ス
〉

一
位

男
子

(大
村
ク
ラ
ブ
)

女
子

(
西
大
村
ク
ラ
ブ
)

二
位

男
子
(
福
重
ク
ラ
ブ
)

女
子
(
福
重
ク
ラ
ブ
)

八
B
ク
ラ
ス
〉

場長

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

男
子
(
福
重
ク
ラ
ブ
)

女
子
(西
大
村
ク
ラ
ブ
)

男
子

(大
村
ク
ラ
ブ
)

女

子

(
福
重
ク
ラ
ブ
)

@
中
学
新
人
戦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

〈
A
ク
ラ
ス
〉

一
位

男

子

位イ立

(
萱
甑
)

O 

O 

回

大村市少年剣道大会

団体優勝一一;

第
二
月
十

一
日
市
民
体
育
館
で、

第
十
六
回
少
年
剣
道
大
会
(写
真
)

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
小

・
中
学
校
の
剣
士
た
ち

約
七
百
人
が
集
ま
り
白
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

八
個
人
の
部
〉

優

勝

小
学
三
年

喜

々

津
和
義
(植
)

H

四

年

竹

中

達

馬

(
天
)

H

五

年

中

頭

徹
男
(植
)

H

六

年

山

口

順
平
(
天
)

中
学

一
年

黒
江

直
樹
(
天
)

H

二
年

鹿
取

満
(植
)

雅
峯
(坂
)

健
五
口
(
天
)

健

一
(油
)

功
幸
(松
)

信
祐
(
諏
)

健
司
(
諏
〉

二
年

佐

藤

秀

祐

(
諏
)

三
年

重
松

敏
男
(
植
)

八
団
体
の
部
〉

優
勝

天
真
A

二
位

三
位

女
子

男
子

女
子

〈

B
ク
ラ
ス
〉

一
位

男
子

女
子

男
子

女
子

二
位位O 

一一天真 Aチーム

/ノ中 11 // 小
学 学
一 六五四 三
年年年年年 準

〆/

(
西
大
村
)

(
西
大
村
)

(萱
瀬
)

(
郡
)

(
玖
島
)

〈萱
瀬
)

(
西
大
村
)

く〉

年

辻優

勝

平
原

田
中

野 佐 北
口 藤 口

諏 植
訪 松
A A 

徴
神
堂



今快

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

圃
2
歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
年
二
月
生
れ
、

及
び
四
十
九
年
九
月
か
ら
五
十

年
一
月
生
れ
で
、
ま
だ
健
康
診

査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
。

日
時
三
月
八
日
、
十
一
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
(
受

付

)

田

妊

婦

と

現

幼

児

の

場

所

市

役

所

第

二

会

議

室

健

康

相

談

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
っ
て
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
も
健

き

て

下

さ

い

。

康

相

談

を

受

け

て

い

な

い

乳

児

と

一話
一
別

口

一
日

関

口

一

担

幻

一

m

M

一

一電
一
日

付

一
M

M

M
一

M

M

一
日

目

一

一地
一
町

松

町

一

町

町

町

一
町

町

一
部

郷

一

一在
一
本

十
島

本

本

一
島

一

ノ

一

与

医

一

座

民

附

医

以

同

古

子

臥
|
出
|
「

戸

ト

一
関

番

一名
一
科

附

一

院

科

科

一
院

院

一

院

院

一
一後

一

一

外

一

一

一
医

一
午

当

一

瓶

一

内

紛

一

医

外

眼

一
医

医

一

児

医

一
~

曜

程

一

井

晴

一

井

尾

木

一

尾

崎

一
川

辺

一

附

日

一

万

一

藤

橋

一

寺

松

楠

一

松

田

一
田

渡

一

前

の

一目

一

科

科

一
科

科

科

一

科

科

一
科

科

一
十

月

一

件

一

外

一

一

内

一

内

一
射

一

=

一

一

一

・

一
児

1

一
廓

3
一

療

一

形

一

一

科

一

科

一
診

一診
一
内

整

一

内

外

眼

一
内

外

一
小

外

一

一日
一

6

一

日

一

加

釘

一
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お

し

ら

せ

注
射
と
検
診

りむおお市政だより(5) 

現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ
う
そ
う

な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
お
子

さ
ん
は
、
次
回
健
診
日
に
お
受
け

下
さ
い
@

ま
た
都
合
で
受
け
て
い
な
い
お

子
さ
ん
は
、
二
歳
六
カ
月
ま
で
に

是
非
お
受
け
下
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
通
知
し
ま

す。

現
在
妊
娠
中
の
人
は
、
で
き
る
だ

け
お
受
け
下
さ
い
。

募

集

-
県
営
住
宅
と

市
営
住
宅
の
入
居
者

県
営
と
市
営
の
久
原
第
二
団
地

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
入
居
申

込
を
受
付
ま
す
。

県
営
久
原
第
二
団
地

久
原
郷
字
長
瀬
一
一
七
三
番
地

中
層
耐
火
構
造
五
階
建

第
一
種

A
棟

市
営
久
原
第
二
団
地

久
原
郷
字
長
瀬
一
一
七
三
番
地

中
層
耐
火
構
造
五
階
建

第
一
種
イ
棟

※
申
込
資
格
な
ど
は
、
県
・
市
営

と
も
二
月
一
日
号
の
市
政
だ
よ

り
に
掲
載
の
と
お
り
で
す
。

受
付
期
間

三
月
二
日

1
三
月
十
一
日

抽
選
日
時
三
月
十
四
日

抽
選
場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

入
居
予
定
日
四
月

一
日

な
お
、
詳
し
く
は
、
市
建
築
課

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

-
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

グ
ル
ー
プ
活
動
の
中
で
、
楽
し

み
な
が
ら
創
造
性
を
養
い
、
技
術

を
身
に
つ
け
、
現
在
の
立
場
で
人

に
役
立
つ
少
女
を
育
て
ま
す
。

募
集
人
員
十
人

対
象
今
春
、
一
年
生
に
な
る
少

女。

た
だ
し
、
集
会
を
中
央
公

民
館
で
行
う
た
め
、
大
村
・
三

城
小
学
校
に
限
り
ま
す
。

申
込
中
央
公
民
館
に
申
込
書
が

あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
し
て
提

出
し
て
下
さ
い
。
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
。

問
合
せ
先
中
央
公
民
館

E
②
i
四
三
二
一

耳

と

こ

と

ば

耳
の
不
自
由
な
人
ゃ
、
乙
と

ば
に
障
害
が
あ
る
子
供
さ
ん
を

対
象
に
一
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
相

談
室
を
設
け
毎
月
、
耳
と
こ
と

ば
の
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す

が
耳
に

つ
い
て
の
理
解
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
次
の
と
お

り
行
事
を
行
い
ま
す
。

無
料
で
す
の
で
多
数
お
で
か

け
下
さ
い
。

日
時
三
月
十
九
日

午
前
十
時
1
十
二
時

圃
職
業
訓
練
生

今
年
三
月
に
中
・
高
校
を
卒
業

さ
れ
た

i

入
、
ま
た
は
現
在
就
業
さ

れ
て
い
る
人
々
の
た
め
に
次
の
と

お
り
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

訓
練
内
容
建
築
大
工
、
左
官
、

木
工
、
洋
服

修
業
年
限
三
カ
年
(
職
業
訓
練

法
に
基
づ
く
高
等
訓
練
課
程
)

訓
練
方
法
実
技
に
つ
い
て
は
各

事
業
場
で
専
門
学
科
及
び
基
礎

訓
練
を
訓
練
校
で
行
い
ま
す
。

資
格
付
与
訓
練
課
程
を
修
了
し

技
能
照
査
に
合
格
し
た
人
に
は

技
能
士
補
の
称
号
が
与
え
ら
れ

ま
た
修
了
後
の
実
務
経
験
を
経

て
技
能
士
、
指
導
員
な
ど
の
資

の

相

談福
祉
セ
ン
タ
ー

「
耳
と
鼻
の
病
気
」

長
崎
中
央
病
院
副
院
長

村
島
二
郎
先
生

O
補
聴
器
の
使
用
方
法

O
聴
能
訓
練

午
後
一
時
l
四
時

O
耳
と
こ
と
ば
の
相
談

相
談
内
容

-
聴
力
診
断

・
医
療
相
談

2
補
聴
器
の
点
検

3
幼
児
教
育
相
談

講講場
師演所格

が
得
ら
れ
ま
す
。

※
詳
L
く
は
勤
務
先
の
事
業
主
、

ま
た
は
職
業
訓
練
校
(
凪
②
1

0
0三
六
)
へ

園
通
信
制
高
校
生
徒

入
学
資
格
中
学
校
卒
業
者
、
同

卒
業
見
込
者
、
及
び
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

れ
ら
れ
た
人

募
集
期
間
三
月
十
日

1
四
月
五

口
M

募
集
人
員
四
百
人

願
書
請
求
先

長
崎
市
竹
の
久
保
町
一
二

1
九

県
立
長
崎
西
高
等
学
校
通
信
制

血
六
一

l
四
六
六
四



昭和52年 3月 1日
tU1I1II1II1I11I1 111111111111111111 1111111111111111 111111 11111111111111111111111111 111 1111 111 111 111111111 111 11 11111111111111111111111111111111111111111111111111 

ρ

。
(
 

験

試

り

回

測

量

士

と

む

測
量
士
補
の
試
験

お

願
書
受
付
期
混
三
月
二
十
二
日

試
験
日
五
月
二
十
二
日

受
験
者
に
は
、
諌
早
土
木
事
務

所
で
必
要
書
類
を
配
付
し
ま
す
。

お市政だより

講

習

会

国
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

審
判
講
習
会

三
月
十
日
(
木
)

大
村
ス
ポ
ー
ツ
社

日
時
・
場
所
・
内
容

三
月
十
二
日
中
央
公
民
館

午
後
一
時
三
十
分

l
五
時

学
科

三
月
十
三
日
市
補
助
グ
ラ
ン
ド

午
前
九
時

t
十
二
時

申
込
期
限

連
絡
先

実
技

催

し

も

の

圃

第

フ

回

家
庭
教
育
映
画
会

映
画

「
子
ど
も
に
衝
く
体
験
を
」

内
容
知
識
偏
重
の
教
育
や
子
供

の
小
人
数
化
、
家
庭
電
化
な
ど

に
よ
っ
て
、
家
庭
で
子
供
の
働

く
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
お
り

ま
た
親
も
そ
の
機
会
を
与
え
て

い
な
い
。
だ
が
、
実
際
は
、
子

供
は
働
く
体
験
を
通
じ
て
自
主

性
や
計
画
性
創
造
性
な
ど
を
身

に
つ
け
て
行
く
も
の
な
の
だ
。

そ
う
い
う
問
題
を
ド
ラ
マ
を
通

し
て
考
え
ま
す
。

日
時

三
月
十
日
(
木
)

午
前
十
時
(
時
間
厳
守
)

中
央
公
民
館

場
所

電
話

(@
l
四
三
二
一
)

で
中
央
公
民
館
へ
。

申
込

そ

の

他

-
人
権
(
身
の
上
)

相
談
所
を
開
設

人
権
(
身
の
上
)
相
談
所
を
次

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

身
の
回
り
の
こ
と
で
心
配
し
て
お

ら
れ
る
方
は
、
遠
慮
な
く
ど
相
談

下
さ
い
。

日
時

三
月
十
一
日
(
金
)

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場
所

市
福
祉
セ
ン
タ
ー

-
図
書
館
の
休
館

3
月
刊
日

t
m日

市
立
図
書
館
で
は
、
ば
く
書

蔵
書
の
陰
干
、
点
検
、
カ
ー
ド
目

録
の
整
備
な
ど
行
う
)
の
た
め
、

次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

貸
出
し
中
の
図
書
は
、
お
返
し

下
さ
い
。

期
間

三
月
十
五
日
(
火
)
か
ら

同
月
二
十
五
日
(
土
)
ま
で

市
立
図
書
館

-
学
童
保
育
所
を

聞

き

ま

す

共
働
き
家
庭
な
ど
の
お
子
さ
ん

で
、
か
ぎ

っ
子
の
小
学
生
低
学
年

を
対
象
に
学
童
保
育
所
を
聞
き
ま

す。
日
時

三
月
二
十
五
日

l
四
月
五

日
H

午
前
八
時

t
午
後
五
時
三
十
分

場

所

元

三

域
保
育
所
跡

募
集
人
員
二
十
五
人

指
導
員

二
人

受
付
三
月
十
二
日
(
土
)

午
後
七
時

t
八
時
三
十
分

福
祉
セ
ン
タ
ー
講
習
室

問
合
せ

大
村
学
童
保
育
父
母
の
会

E
@
i
五

O
七

一

l原

口

た

ば

こ

は

市

内

で

買

い

ま

し

市
内
で
、
た
ば
乙
を
買
い
ま
す

と
、
一

箱

(
二
十
本
入
)
で
十
六

円
が
、
た
ば
乙
消
費
税
と
し
て
市

の
収
入
に
な
り
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
度
は
一

億

一
千

九
百
万
円
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

街
を
自
然
を
美
し
く

吸
い
が
ら
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
じ.パメ~~

タぷ、
ち~

橋

口

血

③
l
三
六

O
八

※
電
話
は
午
後
六
時
以
降
に
お
願

い
し
ま
す
。

圃
国
税
だ
よ
り

私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
税
金
と
か
か
わ
り
あ

っ
て
い
ま
す
。

国
税
庁
で
は
「
く
ら
し
と
税
金
」

に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
テ

レ
ビ

長
崎
で
放
映
し
ま
す
の
で
、
ど
覧

下
さ
い
。

三
月
の
放
映
日
と
テ

l
マ

五
日

確
定
申
告
と
納
税

十
二
日

退
職
金
と
税
金

十
九
日

教
育
と
税
金

二
十
六
日

税
に
不
服
の
あ
る
と

き
は

ご寄付ありがとうございました

交
通
遺
児
へ

ム
明
日
の
大
村
を
語

る
会
(
西
三
城
町
)

で
は
、
善
意
箱
に

寄
せ
ら
れ
た
寄
付

金
を

清
和
国
へ

ム
久
原
団
地
の
船
本

行
徳
さ
ん
は
、
生

ワ
カ
メ
二
・
二
キ

ロ
、
イ
モ
九
・
五

キ
ロ
、
キ

ュ
ウ
リ

三
キ
ロ
を

ム
水
田
子
供
会
は
、

三
千
円
、

餅
三

・

三
キ
ロ
を

ム
下
鈴
田
老
人
ク
ラ

ブ
第
一

親
老
会
は

み
か
ん
三
十
五
キ

よ

つ
住
民
福
祉
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。口

、
餅
二
十
三
キ
ロ
、
小
豆
二

五
・
キ
ロ
、

砂
糖
四
キ
ロ
清
酒

一
本
、

歌
、
舞
踊
慰
問
を

A
萱
瀬
保
育
園
三
根
園
長
以
下
五

十
人
は
、
み
か
ん
十
五
キ
ロ
、

歌
、
劇
、
舞
踊
慰
問
を

ム
鈴
田
婦
人
会
は
、

=
一
千
円
、
タ

オ
ル
八
本
、

石
け
ん
十
六
個
、

ふ
き
ん
五
枚
、
チ
リ
紙
二
束、

イ
チ
ゴ
一
・
二
キ
ロ
、
み
か
ん

二
十
七
・

五
キ

ロ
、
舞
踊
慰
問

を
ム
本
町
の
岩
井
屋
毛
糸
庄
は
、
ニ

ッ
ト
製
品
七
点
を

ム
寿
古
郷
の
矢
間
進
さ
ん
は
、
亡

母
マ
ツ
さ
ん
の
忌
明
に
寒
天
四

十
六
本
、

砂
糖
十
七
キ
ロ
、
醤

油
二
本
を
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